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今日多くの

代のあり方を

びにかえて

新しい経営現象の出現や，こ

めぐるさまざまな議論がみら

はじめに

れまでの企業経営やそのシ

れる。そのなかで，新しい

ステムの見直し，新しい時

現象の評価にさいして「

世紀的」な先

定の産業なり

各現象がいか

経営の今日的

経営のネッ

き，すなわち

ぐる問題にみ

端的現象，ビジネスモデルな

領域でみられる現象をその産

なる社会経済的意義をもつも

問題のひとつの特徴的なあら

トーワーク化， 産業でのネ

「垂直統合型」から「ネット

ることができるが，こうした

どというような問題のされ

業の特性や位置づけなしに

のであるかという点を問題

われは，例えばアウトソー

ットワーク企業など現代企業

ワーク型」の企業構造・企

現象・問題をめぐっても同

方も多くみられるほか，特

単純に一般化する傾向や，

にしない研究も多い。企業

シング，戦略的提携，企業

における「非統合」の動

業経営モデルへの転換をめ

様の研究上の問題点がみら

れる。それゆ

本的特徴・性

握を行うこと

本稿では，

的となった企

理的調整をめ

え，そのような経営現象の発

格，その企業経営上の意義だ

が必要かつ重要となってくる

このような現代企業の「統合

業の構造との関連をふまえて

ぐる問題について考察を行い

生を根本的に規定している

けでなく社会経済的意義の

といえる。

」・「非統合」をめぐる諸問

そうした「非統合」の動き

，今日の新しい経営現象の

諸要因，そうした現象の基

解明をとおしてその本質把

題について， 世紀に支配

の問題，それにともなう管

もつ問題性，性格，意義の
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解明をとおして

る意味をもつも

まず におい
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その本質把握を試みる。そこ

のであるのかという点にも着

て 世紀に支配的となった企
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では，とくに市場との関連で

目して考察を行うことにする

業の特徴と意義をおさえた上

そうした現象がいかな

。

で， において今日の

企業にみられる

化との関連のな

トワーク型」の

た現象の意義の

めぐる問題につ

「非統合」の動きを根本的に

かで明らかにしていく。それ

企業構造への転換をめぐる問

解明を試みる。さらに にお

いて，資本主義発展のダイナ

世紀

規定している諸要因を 年

をふまえて， において「垂

題の主要論点を取り上げ，そ

いて現代企業の「統合」・「非

ミズムとのかかわりのなかで

型企業の特徴と意義

代以降の資本主義の変

直統合型」から「ネッ

の問題の性格，そうし

統合」と管理的調整を

考察を行うことにする。

現代企業の

た企業類型（「

た企業の類型

１）職能別に分

階層制管理機構

ムによる調整）と

「統合」・「非統合」の問題の具

世紀型企業」）についてみてお

（「 世紀型企業」）との比較に

化した事業レベルで専業化し

をもたず，需給の調整は企

いう点にその特徴をもつ。

体的な考察を行う前に，まず

くことにするが，ここでは，

おいてみていくことにしよう

た非統合企業＝単一事業単位

業のサイドからは主体的に行

これに対して，「 世紀型企業

世紀に支配的となっ

世紀に支配的であっ

。「 世紀型企業」は，

企業であること，２）

われない（市場メカニズ

」は，１）内部化によ

る職能統合した

の調整に企業自

特徴をもつ。こ

ち， ．大量生

合う市場基盤を

での大量生産と

しかも，大量生

垂直統合企業＝複数事業単位

ら主体的に取り組むこと
）
，

とに大量生産適合型企業とい

産それ自体がコスト引き下げ

自ら生み出していくことによ

自動車のような耐久消費財部

産システムにフレキシビリ

企業であること，２）階層制

３）「大量生産適合型」企業で

う点に関しては，つぎの３点

に基づく価格の引き下げをと

る再生産構造が確立されたこ

門を基礎とする大量生産体制

ティを組み込むことにより，

管理機構をもち，需給

あることの３点にその

が重要である。すなわ

おして生産力基盤に見

と
）
， ．主要産業部門

が確立されたこと， ．

需給の調節（需要への適

応）のより大き

そのような意

経済社会とそれ

では，装置・生

れ，しかも生産

立することによ

た。これが企業

な可能性を生み出しているこ

味において 世紀型企業は，

を支える資本の再生産構造・

産財産業においてのみならず

と流通の統合＝垂直的統合を

って，大量生産・大量流通適

経営システムの基本的パター

とである（例えば日本的生産シ

大量生産・大量販売・大量消

社会システムの担い手となり

加工組立産業においても大量

とおして，それにみあう流通

応型の企業経営システムがつ

ンをなしたのであり，そのよ

ステム
）
）。

費社会という 世紀の

えたのであるが，そこ

生産システムが構築さ

システムを企業内に確

くりだされたのであっ

うなシステムを担いき

れるような巨大

垂直統合と大量

たといえる。

株式会社としてつくりだされ

生産システムによって「規模

てきたといえる。こうして，

の経済」を追求する企業類型

世紀という時代には，

が支配的となるに至っ
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代以降の資本主義の変化

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

と現代企業における「非統

）

合」の動きの規定要因

以上のよう

と特徴づける

規定している

ことにしよう

今日顕著に

ング，戦略

に， 世紀に支配的となった

ことができるが，今日の企業

諸要因，諸関係とは一体いか

。

みられるようになっている現

的提携，企業経営のネットー

企業の類型は「垂直統合型

における「非統合」の動き

なるものであるのか，つぎ

代企業の「非統合」の動き

ワーク化， 産業でのネット

」・「大量生産適合型」企業

にみられる現象を根本的に

にこの点についてみておく

については，アウトソーシ

ワーク企業などいくつか

の諸類型がみ

みられたのは

が， 年代

ようになって

をとりまく経

投下をともな

一層多様な

年代以降

られる。これを例えば企業提

近年のことではなく，以前か

，とくにその後半以降に戦略

きた。しかし，ことに 年

営環境の急激な変化のもとで

わないかたちでの企業間の結

かたちで展開されており，重

に世界市場での競争関係が一

携についてみると，歴史的

ら資本提携や業務提携など

的提携にみられるように新

代以降の世界および各国の

，それへのより迅速かつ柔

合が一層重要な意味をもつ

要な役割を果たすようになっ

層激しくなってきたことが

にみればそのような現象が

さまざまな提携がみられた

しい動き，特徴がみられる

資本主義経済の変化，企業

軟な適応をはかる上で資本

ようになるなかで，提携が

てきている。一般的には

その背景にあるされている

が，この点に

とって，その

の資本主義世

うな拡大や多

開発費，その

４）の面が経

環境の変化

関して竹田志郎氏はつぎのよ

ような競争の激しさは１）同

界市場への参入にともなう競

角化による参入と撤退から生

他の費用の増加，６）政府規

営戦略での「速度」を直接求

は企業提携の戦略的意義を一

うに指摘されている。すな

次元で競合する企業の増加

争の地域的拡大，３）競争

じる競争行動の高速化，５

制の撤廃・緩和への対応と

める原因となっているとさ

層高める結果となっており，

わち，世界の多国籍企業に

，２）途上国や社会主義国

の分野的拡大，４）そのよ

）環境経営にかかわる研究

いうかたちで現れ，３）と

れている
）
。このような経営

年代以降，「速度」と

いう面での

競争優位を確

されている
）
。

しかし，こ

統合」の部分

またそのよう

そうした経営

対応としても， や経営

立するといった方法に替わっ

とに 年代以降になって内

を広範かつ多様に組み込んだ

な展開が一層戦略的な意義を

現象のもつ「歴史的特殊性」

資源の内部育成によって市場

て戦略的提携が一層重要視

部化による統合をベースに

かたちでの経営展開が大量

もつようになっていること

と意義の解明にあたっては

開拓や技術開発をすすめ

されるようになってきたと

しながらもそのような「非

的現象とならざるをえない，

の規定要因とは一体なにか，

つぎの点が重要な問題とな

ってくる。す

資本主義の現

分析によって

上の意義だけ

資本主義発展

蓄積条件のあ

なわち，資本主義的（法則的

発展段階に固有の特徴的規定

現代資本主義経済社会のなか

でなく社会経済的意義を明ら

の現段階をどうふまえて企業

りようをどうみるかという問

）な一般的規定性のもとで，

性をふまえた考察を行うこ

で企業経営問題，さまざま

かにしていくことが重要で

経営問題をいかにみるか，

題でもある。歴史的にみる

また世界資本主義と各国

とが重要であり，そうした

な経営現象のもつ企業経営

ある。このことはすなわち，

換言すれば，現段階の資本

と，資本蓄積条件の変化は
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本来，生産力と

されてきたとい

なく，それらの
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市場という経済発展の２つの

えるが，たんに 革命やグ

影響をもふまえた，あるいは

（第 巻・第５ ６号）

軸における変化による資本主

ローバリゼーションといった

それらの変化をも反映した資

義の構造的変化に規定

レベルの条件だけでは

本主義の現発展段階に

固有の特徴的規

応としての現実

う。この点は

今日自前での

というかたちで

にか。そうした

ものにしている

定性とはなにか。この点の理

の企業経営のありようを規定

年代以降の資本主義の変化

経営展開が困難になる部分が

の外部の経営資源による補完

「非統合」の部分を多様に，

経営環境の変化について，市

解こそが，今日の企業経営問

している客観的な諸関係を明

をどうとらえるかという問題

広がり，「内部化による統合

を組み込まざるをえない資本

また複雑に組み込んだかたち

場の同質化，技術水準の平準

題の発生とそれへの対

らかにするカギとなろ

と関係している。

」とは異なる「非統合」

主義の構造変化とはな

での経営展開を重要な

化，製品ライフサイク

ルの短縮，開発

定性のもとでそ

い規定関係を明

義の位置づけな

こうした点に

の崩壊，アジア

大による世界の

置の高まりとい

費の巨大化などだけでなく，

うした現象が一定の意味をも

らかにすることが重要となっ

しに個々の経営問題・現象を

関連していえば， 年代以

の社会主義国の市場開放の進

ボーダレス化，供給源として

う問題がある。竹田志郎氏は

本質的には資本主義の現発展

って展開されている，あるい

てくる。この点は， 年代

考察することの限界性を示す

降の特徴的な変化としては，

展にともなう資本主義陣営に

の途上国・新興国の参入の増

，市場のグローバル化の進展

段階に固有の特徴的規

は展開されざるをえな

および 年代の資本主

ものでもある。

旧ソ連東欧社会主義圏

とっての市場機会の拡

大，それらの諸国の位

過程で生じた大きな変

質が旧社会主義

ともに欧州，日

争から価格競争

ル化のもとで，

ックスを基にす

界のボーダレス

巨大企業はグロ

圏への資本主義企業の本格参

本， 諸国の多国籍企業

へのシフトにあり，可変的で

「多国籍企業間の競争はグロ

る価格競争が主軸となってき

化による市場の拡大に対応し

ーバル展開をはかっているが

入や経済の地域的統合化によ

の成長を背景とする国際競争

複雑な製品ミックスを要求す

ーバルな市場セグメントに見

たことを意味する」とされて

てグローバルな世界的市場の

，グローバルなレベルでの競

る市場のブロック化と

の激化による非価格競

る顧客選好のグローバ

合うマーケティングミ

いる
）
。 年代以降世

獲得をめざして各国の

争が一層激化しており，

例えば など

ら３といった独

有利な条件をも

儀なくされると

的な市場への利

くるとともに，

業経営のネット

にみられるように域内市場

占的地位の確立をめぐる熾烈

つ域内企業との競争という面

いう状況にある。そのような

潤機会をめざして行動するさ

必ずしも有効とは限らなくな

ワーク化などがそれまでの時

化のなかでの競争の激化のも

な競争が展開されている。ま

からも域外企業にとっては同

状況のもとで，巨大多国籍企

い，すべてを自前で展開する

ってくるなかで，企業提携，

期と比べても一層重要な意味

とで域内ナンバー１か

た域内市場においては

地域への生産展開を余

業であっても，全世界

のは一層困難になって

アウトソーシング，企

をもつようになってき

ている。

しかし，

である。すなわ

国や新興国をも

グローバルなレ

とくに重点産業

年代以降の資本主義の変化に

ち，世界市場のグローバル化

含めて各国の経済発展，産業

ベルでの競争へと変化してき

育成政策などにみられるよう

ついてはつぎの点がとくに特

・ボーダレス化と主要先進資

発展がすすむなかでそれまで

た状況にある。また貿易その

に各国の国家戦略，保護主義

徴的であり，また重要

本主義国以外でも途上

の日米欧３極構造から

他の規制や産業政策，

的対応によって外資に
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よる圧倒的支

されてそうし

も「暗黙知」

現代企業の「統合」

配が困難になってきている

た情報通信技術の利用にお

的要素・部分が介在してくる

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

という面がみられる。さらに

いてそれまでの技術（とくに生

ところが小さいということ

）

の技術的性格にも規定

産技術のように）と比べて

もあり技術水準の平準化が

おこりやすい

市場条件の差

的政策をとっ

ず，そこでは

ある。そのよ

ても，アメリ

スにおいて一

という状況にあるということ

異や，企業が市場のターゲッ

ているかということによって

，複雑な製品ミックスでの対

うな変化のもとで，今日の世

カや日本，ヨーロッパの先進

人勝ち的な支配・優位，ある

である。しかも各国の経済

トとする国が自由主義的政

企業が対応すべき製品ミッ

応をフレキシブルに展開せ

界と各国の資本主義におけ

資本主義国であってもあら

いは支配領域の圧倒的な拡

発展，産業発展の差による

策をとっているか保護主義

クスが異なってこざるをえ

ざるをえないという状況に

る競争関係・競争構造をみ

ゆる産業，ビジネスプロセ

大が困難となってきており，

各国において

複雑に入り

力・競争優位

がみられるよ

世界資本主義

な「複雑性」

化がみられる

そのような

強い産業と弱い産業や強みを

まじった現れ方となってきて

についても産業部門間，事業

うになっており，そのような

と各国資本主義の現発展段階

としてあらわれている点にこ

。

状況のもとで，日米欧の先進

もつビジネスプロセスの領

いる。こうして，各国および

分野・製品分野間やビジネ

差異に規定された競争関係

に固有の特徴的規定性をみ

そ 年代以降のグローバ

資本主義国の巨大企業であ

域とそうでない領域などが

そこにおける企業の競争

スプロセス間において差異

の複雑性・多様性のなかに，

ることができる。そのよう

ル段階の資本主義の質的変

っても，その産業部門，事

業分野・製品

ていくことが

やネットワー

戦略的提携な

れざるをえな

複雑性は，

（分割）をす

分野あるいはビジネスプロセ

一層困難になってきている。

ク化，アウトソーシングなど

どについてみても 年代に

くなっている。今日の企業に

例えば，国際提携による協調

すめるとともに，利益のあが

スのすべてのところで競争

そうした状況の変化へのひ

が一層重要な意義をもつよ

みられたのとは異なる多様

おける「非統合」の動きに

企業間での地域的な市場面で

りやすい地域や分野（事業分野

力・競争優位を自前で賄っ

とつの対応として企業提携

うになってくるとともに，

性・複雑性をもって展開さ

みられるそうした多様性・

の棲み分け・市場の配分

・製品分野）への直接投資

を重視しなが

（合弁を含む）

い市場の大き

ながらもそう

動き，開発な

一端をみるこ

た多様性・複

らも利益のあがりにくい，あ

・協力関係の形成をおりまぜ

な地域についても直接投資

でないところでは提携，アウ

ど一領域のなかでも自前展開

とができる。このように，今

雑性，戦略的意義の一層の高

るいは市場規模の小さい地

た展開をはかっているという

が有効な領域（価値連鎖からみ

トソーシング，ネットワー

と提携をおりまぜるという

日の企業における「非統合

まりは，本質的には，

域・分野への進出には提携

傾向，利益の上がりやす

て）には自前展開をはかり

ク化などを組み込むという

動きなどにそのあらわれの

」の動きにみられるこうし

年代以降の世界資本主義の

関係性の変化

での戦略展開

質的に新しい

に規定されたものであるとと

となっている場合も多くみら

性格をもつ現象となっている

もに，当初から「非統合」

れるようになってきており

ことを示すものであるとい

の部分を組み込んだかたち

， 年代のそれと比べても

える
）
。

（ ）



「垂直

立命館経済学

統合型」から「ネットワ

（第 巻・第５ ６号）

ーク型」の企業構造への転換をめぐる問題

以上の考察を

めぐる問題につ

な企業のタイプ

位企業であり，

ちの企業構造に

取り組まれたり

ふまえて，つぎに「垂直統合

いてみることにしよう。 で

のひとつの基本的特徴は，内

階層制管理機構によって需給

あった。しかし， 世紀を迎

，企業間のネットワーク化＝

型」から「ネットワーク型」

みたように， 世紀という時

部化による職能統合した垂直

の調整に企業自ら主体的に取

えた今日，例えば，企業組織

連携によって各構成単位の経

の企業構造への転換を

代の代表的かつ支配的

統合企業＝複数事業単

り組むことというかた

構造それ自体の変革が

済効率・経営効率を高

め，全体として

全体的な効率化

において大きな

ここで，そう

次元を整理して

用される場合，

として使われる

られる縦の関係

「規模の経済」を追求してい

・最適化・調整化をはかるよ

変化がみられる。

した動きにみられる問題を取

おくことにする。企業経営の

大きく企業内部の組織構造の

場合とに分けることができる

や対等・平等な横の関係の

くような企業間関係を基礎に

うなかたちでの経営展開がみ

り上げる前にまず「ネットワ

問題領域において「ネットワ

レベルで使われる場合
）
と，企

。さらに後者については，大

企業間ネットワーク，２）

した企業類型の出現や

られるなど，企業経営

ーク」という用語の諸

ーク」という用語が使

業間の関係を示すもの

きく，１）下請制にみ

産業でみられるネット

ワーク企業と呼

力関係によって

く経営の３つに

業分野に集中し

製造，物流，販

専業企業群」の

規格を公開する

ばれる専業企業の間での各職

支えられた企業類型，３）情

分かれる。２）のネットワー

，その事業分野を，特定製品

売・マーケティングなどいず

ことであり，これらの企業

ことによって可能となった」

能活動領域におけるネットワ

報技術（ ）による情報ネッ

ク企業とは，「自社の経営資

か特定分野に限定し，事業活

れかの活動に限定するかもし

の密接な協力関係は，「かれら

ものである
）
。また３）は，

ーク的連携に基づく協

トワーク的連携に基づ

源を最も得意とする事

動も研究開発，設計，

くは重点を置いている

が開発する 技術の

年代以降のいわゆる

段階に特徴

にした経営の展

などと呼ばれた

１ ネットワ

まず近年のネ

みると，それら

的なオープンな情報ネットワ

開を意味しており，「情報ネ

りする。

ーク企業，アウトソーシング

ットワーク企業，アウトソー

は，その性格からいえば，「

ーク・システム
）
による情報の

ットワーク経営
）
」や「オープ

，戦略的提携など「非統合」

シング
）
，戦略的提携など「非

垂直統合型」と特徴づけられ

自律分散的統合を基礎

ン・ネットワーク経営
）
」

の動きとその意義

統合」の動きについて

る 世紀型企業とは異

なるという面が

ある「統合企業

な論点となって

この点に関し

との区別が必要

おける非統合化

みられる。この点をめぐって

」に対するアンチテーゼかど

くるであろう。

ては，１）職能活動のレベル

であること，２）職能活動の

＝ 外部化の類型と， ）当

は， 世紀型企業の重要なひ

うか，その性格をいかにみる

での「非統合」と事業分野の

レベルでの「非統合」の場合

初から自社の経営資源を最も

とつのメルクマールで

べきかという点が重要

レベルでの「非統合」

でも， ）統合企業に

得意とする事業分野に

（ ）



集中し，その

かれる。

このうち，

現代企業の「統合」

事業分野を特定の職能的活動

２）の ）の場合には，その

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

分野に限定あるいは重点を

多くはあくまで統合企業と

）

置く専業企業の類型とに分

いう構造を前提にした企業

活動の一部の

それゆえ環

ンチテーゼ

「連結の経済

これまでの垂

って補完する

られる。また

外部化であり，それをアウト

境変化により柔軟に対応しう

的性格というよりはむしろ「

」と呼ばれる「ネットワーク

直統合による「規模の経済」

ことでより効率的に経済性・

例えば企業提携のようなかた

ソーシング，戦略的提携な

る形態が選ばれているのであ

補完的」役割・意味をもつも

化による経済性」と「規模の

の実現を「ネットワーク化

収益性を追求するという性

ちで「非統合」を組み込む
）

ど，資本投下をともなわず，

って，「統合」に対するア

のと考えられる。例えば

経済」との関連をみても，

による経済性」の利用によ

格のものではないかと考え

場合でも，基本的には統合

構造を基礎に

的統合は「内

となってきて

という資本投

るをえない方

かるというい

例えば岡本

の３層からな

してこそ意味をもつものであ

部化」によるものであったが

おり，多くの場合，機能面で

下をともなう，それゆえ環境

法ではなく，他社の経営資源

わば「外部資源志向型」の方

博公氏は，大企業のシステム

る重層的な３層構造としてと

るといえる。 世紀の「垂

，むしろ「内部化」による

の実質的な統合をはかりな

変化への対応という面では

の実質的な機能結合によっ

法が大きな意味をもってき

を現場活動単位レベル，事

らえ， 世紀型生産システ

直統合」型でみられた垂直

統合以外の方法が今日問題

がらも，それを「内部化」

一定の「硬直性」を生まざ

て外部資源の有効利用をは

ている。

業単位レベル，企業レベル

ムをフレキシブル生産シス

テムである

ステムであり

バーチャル化

で，緊密な生

ることができ

企業構造への

問題をめぐっ

とし，それを支える事業シス

，これが 世紀型事業システ

，ネットワーク化などの展

・販・購の連 がそれらによ

るのではないかという提起を

変革・転換，ネットワーク化

ては，この点は重要であると

テムが生産・販売・購買（生

ムであると考えられると指

開は，それぞれの産業特性（

って促進されうるのかどう

されている
）
。今日の垂直統

や提携などによる非統合の

考えられる。

・販・購）統合型の事業シ

摘された上で，戦略提携や

技術特性・市場特性）のもと

かに関わるものとして考え

合型からネットワーク型の

動きをいかにみるかという

またそのよ

とつには，そ

た従来の「内

活動（研究開

構造のなか

部化」のいく

再編を試み

うな「内部化」による垂直統

れがすべての巨大企業で同じ

部化」による垂直統合型から

発から生産，販売に至るビジネ

の特定の製品部門・事業領域

つかの類型がみられるわけで

るケースも多くみられるとい

合型からの転換という変化

ようにみられるということ

の転換がみられる場合でも

ス・プロセス）の一部を切り離

を切り離す場合（「集中と選択

，垂直統合構造をなおひと

うことである。いまひとつ

をみる上で重要な点は，ひ

になるとは限らないし，ま

，企業内に抱え込んだ職能

す場合や多角化した事業

」）など，実際には「非内

つの基本構造として新たな

には，「垂直統合型」から

「ネットワー

産からの転換

の場合の産業

に入れて考え

より容易に，

経営への転

ク型」の企業構造・経営への

・脱皮という性格の問題とど

なり業種といわれるものの舞

る必要があるということであ

かつ効率的にする技術的条件

換を促進するという関係もみ

転換という問題をめぐっては

のような関連性をもってい

台がいかなるところのもの

る。もちろん情報技術の発

を提供することによってネ

られるが，どのような特性（

，そうした変化が大量生

るのかという点であり，そ

であるのかという点を考慮

展がネットワーク的連携を

ットワーク型の企業構造・

例えば市場・競争条件や技術

（ ）



特性，製品特性

変革がより効率

た点を職能活動

立命館経済学

）をもつ産業類型において垂

的・適合的であり，したがっ

のレベルでの「非内部化」と

（第 巻・第５ ６号）

直統合型からネットワーク型

て，そこではいかなる意味を

事業領域レベルでの「非内部

への企業構造の転換・

もちうるのか。こうし

化」のそれぞれのケー

スについて検討

要因を十分に明

例えば加工組

の『多品種少量

をカバーできな

な課題となって

となる生産能力

し，「内部化」によらない統

らかにし，その意義を究明し

立産業に典型的にみられる多

生産』は『少量生産』とは言

い高コスト構造となっており

いる」。それだけに，「損益分

そのものの柔軟性を図ってい

合という形態的に異なる方法

ていくことが重要となってく

品種多仕様大量生産を示す別

っても，生産総量としては大

，総量の縮小にも対応できる

岐点を引き下げる努力ととも

く必要があり，このような生

が採られるさいの規定

ると思われる。

の表現でもある「現在

量生産でないと固定費

システムの構築が重要

に，損益分岐点の分母

産能力の伸縮性をめざ

して社外生産拠

用が進む」可能

の生産があくま

いるわけで，「

いには，産業特

したがって，

業がいかなる競

ではないかと考

点をネットワークするヴァー

性が高いとも考えられる
）
。し

でも典型的な量産型産業にみ

垂直統合型」から「ネットワ

性とのかかわりを考慮に入れ

統合化と分散化のバランスを

争優位をもっているかという

えられる。

チャル・コーポレーションや

かし，例えば自動車産業にみ

られるものであるがゆえの問

ーク型」の企業構造への転換

ておくことは重要な意味をも

いかにとるかという問題は産

企業の特性によって異なって

アウトソーシングの活

られるように，そこで

題がここにも示されて

という問題を考えるさ

つといえる。

業の特性や，個々の企

くるところが大きいの

２ ネットワ

産

つぎに，「垂

して，上述のネ

産業におい

かたちでの「垂

ーク企業の出現をめぐる問題

業におけるネットワーク企業

直統合型」から「ネットワー

ットワーク企業の出現をめ

て典型的にみられ，それは

直統合型企業」とは異なる企

とその意義

ク型」の企業構造への変革・

ぐる問題をみることにしよう

世紀に支配的となった「内部

業構造をもつ。こうした新し

転換をめぐる問題に関

。こうした企業類型は

化による統合」という

い現象の評価をめぐっ

て，つぎの２つ

論点１＝これ

化」

論点２＝こう

変革

の論点について検討すること

らの動きの顕著な代表的事例であ

の問題

した新しい企業類型の出現の中心

の「一般化」・「普遍化」の問題

が重要である。

る 産業の産業特性と企業類

的舞台である 産業の「先端

型変革の「一般化」・「普遍

性」・「中核性」と企業類型

まず論点１点

企業の出現・普

る製品特性，２

のアーキテクチ

ジュラー」型で

あるが，パソコ

に関しては， 産業，とく

及との関連の問題が重要とな

）技術特性，３）市場特性の

ャーの特徴による製品特性

「オープン」型のアーキテ

ン産業の製品が製品差別化の

にパソコン産業の産業特性と

る。この点では，１）アーキ

３点が考慮に入れられなけれ

については， 産業，ことに

クチャー特性（インターフェイ

はかりにくい製品特性，すな

そこでのネットワーク

テクチャー
）
の特徴によ

ばならない。まず１）

パソコン産業では「モ

スの標準化）をもつ点で

わち単純組立コンポー

（ ）



ネント生産と

資本投下が必

きいという点

現代企業の「統合」

しての性格をもっているとい

要にもかかわらず，技術革新

がある。さらに３）の市場特

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

う点である。また２）の技

・進歩のテンポがはやく，

性に関しては，そのような

）

術特性については，巨額の

固定費の回収のリスクが大

技術特性にも規定されて，

製品ライフサ

点がある。以

ネットワーク

たって必要と

（投下資本）の

可能となる。

特性ゆえのこ

イクルの短さ，価格のはげし

上のような産業特性のゆえ

企業でみられるような非統合

される技術開発費や設備投資

節約とより効率的な利用が可

しかし，ネットワーク企業が

とではないだろうか。それ

い低落傾向がみられるとい

に，パソコン産業や半導体産

＝分散化によって，製品や

費用の分散，垂直統合型企

能となり，さらに技術開発

このような優位性をもちう

ゆえ，このような 産業の製

う市場競争の激しさという

業のような 産業では，

基幹部品の開発・製造にあ

業に比べた場合の事業資金

のスピードを高めることが

るのも，上述のような産業

品特性・技術特性・市場

特性の３つの

意義，その

そうした

重要である

業が 世紀

産業とい

が 世紀に経

現象のもつ意

面での産業特性を考慮に入れ

「一般化」・「普遍化」の問題を

「一般化」・「普遍化」という問

。すなわち， 産業，ことに

末から 世紀にかけての新し

う先端的産業にみられる現象

済構造なり産業構造のなかで

義が「一般化」・「普遍化」す

て，これらの産業の舞台で

検討する必要があろう
）
。

題は上記の論点２との関連

パソコン産業において出現を

い時代にみられる現象であり

であっても，そのような変化

中核的位置を占めるかどう

ることができるかどうかが

のネットワーク企業出現の

で検討することが必要かつ

みているネットワーク企

，しかもそれがいわゆる

がみられるそうした産業

かによっても，その先端的

決まってくるであろう。こ

の点に関して

世紀型企業

動車のような

に広く国民

コン産業が真

経済的レベル

新しい現象の

重要なことは，すでにみたよ

たりえたのは，それが多くの

耐久消費財部門の大量生産に

経済全般に大量生産体制を確

の意味で 世紀型企業の類型

でみた場合の「中核性」とい

もつ意味を評価するさいのメ

うに，垂直統合型でかつ大

産業に広く普及し「支配的

よる関連する多くの産業部

立することができたからであ

たりうるかどうかは，こう

う性格をもちうるかどうか

ルクマールとして「出現

量生産適合型の企業類型が

」となっただけでなく，自

門への需要創出効果を基礎

る。 産業，ことにパソ

した産業がそのような国民

にもかかっているといえる。

併存 支配的」という基準

に照らしてみ

なったとき，

ている場合に

い現象のもつ

ネッ

以上におい

た場合に，その現象自体が特

あるいはそうした現象が出現

はその産業が国民経済的にみ

意味が「一般化」・「普遍化」

トワーク企業の出現と生産力

て， 産業を中心的な舞台

定の産業なり部門をこえて

し，支配的となった産業部

て「中核的」位置を占める

しうることになろう。

の性格をめぐる問題

とするネットワーク企業の出

広く一般的に「支配的」と

門が特定の産業に限定され

ようになったときに，新し

現とその企業類型変革を

めぐる問題に

業類型の出現

ている。す

や一私企業

「いまや，多

を維持するこ

関して，若干の論点を提示し

の問題を 産業における生

なわち，ネットワーク企業の

である大規模な垂直統合企業

数の専業企業の密接な協力関

とができる時代を迎えた
）
」と

て検討を加えてきたが，夏

産力の性格の問題と関連づけ

出現は，「グローバル化した

の枠組みに収まらない段階に

係によってのみグローバル

されている。

目啓二氏は，そのような企

てつぎのように指摘され

の社会的生産力がもは

達したことを意味する」。

化した の社会的生産力

（ ）



この点に関し

ば 年の同社

ても，同社がも

立命館経済学

ては， によるパソコン

の世界の市場シェア（出荷台

ともともっていた競争優位に

（第 巻・第５ ６号）

のアーキテクチャーの「オー

数でみたもの）がわずか ％

対して決定的な打撃を与える

プン化」戦略は，例え

にすぎないこと
）
を考え

結果となったのである

が，しかし，こ

なくても模倣の

れる。またパソ

期的段階，また

わせにくい初期

製品特性・技術

えられたのでは

うした結果は，パソコンとい

比較的容易な製品特性をもっ

コンといった事業・製品分野

そのための開発費や設備投資

的段階にあっての の戦

特性ゆえの理由もあり，そう

ないかとも考えられる。しか

う製品がもともとアーキテク

ているという特殊的性格に規

における開発・発展の段階か

費用などの投下資本の回収の

略的決定が「オープン化」戦

した決定は当時のことであっ

し，こうした「オープン化」

チャーをオープン化し

定されていると考えら

らみれば，市場化の初

可能性を十分にもちあ

略であり，このような

たがゆえに合理的と考

の決定が，自動車産業

にはみられない

いう市場特性を

きく低下させ，

生み出されるこ

初アーキテクチ

能であったのか

での統合化戦略

点化あるいは専

ような開発期間・製品寿命の

生み出すことにもなり，その

ネットワーク企業のような専

とになったという面もみら

ャーをクローズ化して，内部

。電機・電子総合企業のレベ

は有効性を発揮しえないのか

業化をはかったとしても統

短さ，価格の激しい低落傾向

結果，垂直統合＝内部化型の

業企業の連携による効率性追

れるのではないかと考えられ

化によって競争優位を確立す

ルでの資本力・技術力をもっ

，しかも「選択と集中」によ

合化＝内部化は有効な手段と

，市場競争の激しさと

企業構造の効率性を大

求の優位性の可能性が

る。例えば， が当

ることははたして不可

てしてもパソコン事業

るパソコン事業への重

はなりえないのか，

産業のもつ構造

しかし，夏目

たものであり，

を有し
）
，こうし

グ，戦略的提携

をなしており，

業のもつ構造的

的な性格・特徴をいかに把握

氏の指摘は，今日の情報技術

そうした広範囲に関連性をも

た生産力の性格それ自体が

など「非統合」の動きをひと

しかもそれがグローバル化

な性格・特徴から新しい現

するかといった点が問題とな

が情報と通信と放送の３つの

つと同時にそのそれぞれが技

産業においてネットワーク

つの顕著な傾向としているひ

したレベルで展開される必然

象の把握を試みたものである

るように思われる。

領域の技術が融合され

術的にも高度の革新性

企業，アウトソーシン

とつの重要な規定要因

性を示しており， 産

といえる。もちろん

産業以外の多く

指摘は，これら

りになりうると

３ 情報技術

現代企業の垂

ひとつの点とし

の産業でも今日アウトソーシ

の産業でのそうした動きと

いう点で重要な問題を提起し

の発展と企業経営のネットワ

直的統合とネットワーク化を

て，情報技術の発展を基礎に

ングや戦略的提携などの動き

産業でのそれとの相違をみ

ているといえよう。

ーク化をめぐる問題

めぐる問題として取り上げて

した企業経営のネットワーク

がみられるが，同氏の

る上でも重要な手掛か

おかねばならないいま

化の問題がある。情報

技術の発展が企

展は企業経営の

ず企業間関係に

ル化の進展とも

の構築・拡大を

そこで，情報

業経営に大きな影響をおよぼ

効率化をはかる上で大きな可

おいても変革の大きな契機の

かかわって，一国内のみなら

もたらす契機にもなっている

技術の発展と企業内・企業間

す可能性はまさに情報通信技

能性を生み出しており，個別

ひとつとなっている。このこ

ずグローバル化した世界的な

。

のビジネスプロセスの統合化

術の面にあり，その発

企業のレベルのみなら

とは，経営のグローバ

レベルでの企業間関係

という点についてみる

（ ）



と，情報技

「情報化が企

にとっての時

現代企業の「統合」

術の利用は企業の生産システ

業や生産システムにもたらし

間と空間の観念を変えた点に

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

ムや経営システムの変革の契

た，あるいはもたらしつつあ

ある」とされている。それ

）

機になっており，ことに

る変化は，生産システム

は「情報の伝達速度がリア

ルタイムに，

情報システム

る」。「このこ

術開発や生産

が企業経営

の 化と

えたものに変

すなわち情報の発生とその伝

に取り込まれた情報に関する

とは研究開発，製品開発部門

効率向上に資する
）
」という点

システム，生産システムにも

情報ネットワーク化の進展は

えつつあり，異なる地点にあ

達・処理のリードタイムが

限り，時間的，空間的な差

内および他部門との連動性

にもみられるように，情報

たらす影響には大きなものが

生産システムの空間的範囲を

る設備や工場を，あたかも

無限小になることにより，

異は消滅することを意味す

と結合の自由度を高め，技

通信技術の面における発展

あるといえる。「生産設備

従来の工場という枠を超

同一工場に存在するものの

ように，特定

たそこでは，

『世界最適調

ーバルな範囲

ン・ネットワ

性が高まるこ

みられる。そ

変革の問題に

の生産計画のために統合的に

「原材料・部品の最適の調達

達』に加えて，その時々の生

で選択され，サプライ・チェ

ークを介して統合的な製造

となど，企業経営システム，

れゆえ，情報技術の発展との

ついては，情報通信技術が生

利用することが可能になる

先を系列の枠を超えて世界の

産計画に最も適合的な製造設

ーンにおける在庫と物流を

を行うという『世界最適製造

生産システムの変革をもた

関連でもたらされる企業経

産システムや企業経営シス

」という面がみられる。ま

なかから選択するという

備とオペレーターがグロ

最適化した上で，オンライ
）
』」の効率的な遂行の可能

らす重要な契機がそこにも

営の変化，そのシステムの

テムのなかにいかに組み込

まれ，システ

こうした点を

このように

ク経営の展開

た生産，販売

プロセス全体

ジネス・プロ

ム全体がどのように変革され

具体的にみていくことが重要

，今日の情報技術の利用を基

は，それまでの技術と労働組

，購買，開発などの企業の基

の有機的なシステム化による

セス全体におよぶ効率化・最

，どのようなメカニズムに

な問題となってくるであろ

礎にした経営展開，ネット

織・管理の領域を中心とす

本的職能領域・活動のレベ

効率化というかたちで推進

適化・調整化をはかるかた

よって機能を発揮するのか，

う。

ワーク化＝情報ネットワー

るレベルにとどまらず，ま

ルだけでなく，ビジネス・

され，企業全体あるいはビ

ちへと発展してきている。

例えばサプラ

化による効率

ていることに

近年の動き

段として，資

グローバル競

今日の情報技

イ・チェーン・マネジメント

性の追求が一企業内に限らず

重要な今日的特徴のひとつが

をみると，「企業外部の知的

本提携や業務提携戦略（合従

争と迅速な技術革新に対応す

術の発展と経営のグローバル

などにみられるように，各

それを超えた企業間のレベ

みられる。

・創造的労働の成果を最大限

連衡＝戦略的提携の展開）が行

るために，不可欠となって

化が市場における競争の課

職能活動の連携，統合の深

ルで推進しうるようになっ

に有効利用するための手

われ」ているが，「それは，

いる
）
」と指摘されるように，

題と領域を本質的に変化さ

せ始めてい

縮小し，経営

ク化を容易

業は，世界を

れと同時に，

題となってき

る。すなわち，「情報技術の発

スピードの向上に大きく寄

にし多様な経営資源の連結可

視野に入れた最適な競争環

進出地域間の相互連結をはか

ている」。「このような競争条

展は，経営活動における時間

与する」だけでなく，「また同

能性を拡大していくことにな

境にある立地を選択せざるを

ることによって，相乗効果

件や競争環境の変化は，当

と距離の制約を飛躍的に

時に，組織のネットワー

る」。また「グローバル企

えない」だけでなく，「そ

を追求することが重要な課

然，経営，組織，取引関係

（ ）



などにも大きな

ーシングや分社

業間関係を新た

立命館経済学

影響を及ぼしている
）
」。近年

化など企業内関係の分離によ

に形成しなけれなならなく

（第 巻・第５ ６号）

，ことに，「専門化やリスク分

る企業間関係への組み替えを

なってきて」おり，「このよう

散のために，アウトソ

含め，他の企業との企

な条件のもとで生まれ

てくる企業間関

おけるバブル経

たことにみられ

は，「たんなる

「そのうえで，

ロセス創出機能

しかし，その

係とは，コア・コンピタンス

済の崩壊と情報化・グローバ

るように，市場の質的な変化

統合ではなく，まずはじめに

必要に応じて協力・協調関係

を備えることが必要になる
）
」

ような自律・分散はあくまで

の連結による企業間ネット

ル化を大きな契機として市場

がおこっているが，そうした

自律・分散を実現しなければ

を適時に形成し，また素早く

という指摘もなされている。

統合に対する補完的性格をも

ワークである
）
」。日本に

の均質性が大きく崩れ

変化に対応するために

ならない」のであり，

解消していくというプ

つものであるといえる。

それはすなわち

推進は，企業の

業全体あるいは

企業間の関係を

の矛盾」への対

展開は，経営環

ているといえる

ただこうした

管理的調整の問題でもある。

特定の職能領域・活動領域を

ビジネスプロセスの観点から

も含めたレベルで展開される

応の今日的レベルでの現れで

境への主体的・能動的適応と

。

問題に関しては，情報技術が

情報技術を利用したこうした

超えて，各領域間の有機的な

最適化をはかろうとするもの

ということは，資本主義生産

あり，情報技術を駆使したそ

いう点でも一層戦略的な意義

生み出す技術的な可能性と企

経営の展開，合理化の

連携をはかりながら企

であり，しかもそれが

における「生産と消費

のような合理化，経営

をもつようになってき

業経営における実際の

展開とが必ずし

うなかで，実態

トワーク上での

情報の伝達やコ

「距離と時間の

同一産業のなか

「全般的一般性

もすべての場合において一致

のより正確な把握を行ってい

情報の自律分散的統合といっ

ントロールの仕方についての

制約」を克服しえた展開とな

の企業間の比較，国際間の

」（一般的傾向性）の部分と「

しているとは限らず，多くの

くことが必要かつ重要である

ても，それはあくまで技術的

みいえるにすぎず，現実的に

っているのか。この点を例え

比較を行うなかで，そうした

個別的特殊性」の部分とを明

個々の事例の考察を行

。情報技術によるネッ

レベルでの問題であり，

は，部門間や企業間の

ば産業部門間の比較，

変化のなかにみられる

らかにし，そこでの差

異を規定する諸

独立した企業間

のありようが情

ろう。

要因を析出し，実態の正確な

の場合には，それらの企業間

報技術の利用の技術的可能性

現代企業の「統合」・「
―― ラングロワの所説

認識と問題の本質把握に近づ

に提携関係が存在したとして

を制約するという関係も生じ

非統合」と管理的調整をめ
の批判的検討を中心に――

くことが必要である。

も，企業間の利害関係

てこざるをえないであ

ぐる問題

以上のような

まひとつの重要

る。

まず 産業

現代企業の「統合」・「非統合

な点は，現代企業の「統合」

でみられるネットワーク企業

」の問題をめぐって取り上げ

・「非統合」と管理的調整をめ

の出現に関していえば，グロ

ておかねばならないい

ぐる問題についてであ

ーバル・ネットワーク

（ ）



企業が 産

業に普遍的な

合」のネット

現代企業の「統合」

業に特有の現象ではなく，自

現象であるとすれば，すなわ

ワーク企業の類型が支配的に

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

動車産業や電機産業など資本

ち， 世紀に 世紀型企業

なるとすれば，チャンドラ

）

集約的，技術集約的な産

とは異なるこうした「非統

ーの命題に対する新たな命

題を提示する

ンドラーに

関する命題が

この点に関

は一見市場と

ロセス全体と

機構がはたら

ことができるとする夏目氏の

よる「 から

いま，またグローバルな段階

して重要な点は，こうしたネ

価格のメカニズムによって経

してみれば，各企業が連携す

いており，そのような全体的

指摘に関してである。この

への転換の命題，

で問われている
）
」という問

ットワーク企業が専業的な

営資源が配分されているよ

るなかで管理的調整にみら

な主体的調整＝管理的調整

点について，同氏は，チャ

すなわち，市場と組織に

題提起をされている。

非統合企業であり，そこで

うにみえても，ビジネスプ

れるような資源配分の調整

の機能がはたらくがゆえに，

非統合企業の

いうことであ

実質的には，

機能している

要な企業間の

いえよう。

また管理的

ておくべきも

ネットワーク的連携が「統合

る。個々の企業における経

職能別に分業化されたビジネ

とみるべきであろう。そこで

情報連関が基礎となってこそ

調整の問題に関するチャンド

のに ラングロワの研究

型」の企業よりも効率性を

営者・管理者による主体的な

スプロセス間，またそれら

のネットワーク的連携は，

有効性・効率性を発揮でき

ラー・テーゼをめぐるより

がある。彼の議論は，歴史的

生みうるのではないか，と

調整（管理的調整）を基に，

のプロセス全体での調整が

需給の調整をはかる上で重

ているとみるべきであると

重要な論点として取り上げ

にみてどのような調整メ

カニズムが優

ものである。

報技術の発展

戦略の優位性

企業による

はネットワー

位性をもつようになってきた

そこでは，垂直的な非統合と

にともないモジュール化，イ

が高まるとともにそうした動

管理的調整から市場メカニズ

（「消えゆく手」）＝市場取

ク企業そのものの場合を問題

かという観点から今日的状

専門化が 年代の最も重

ンターフェースの標準化が

きが進展することによって

ムによる需給の調整へと変化

引の復権がおこってきている

にしているわけではなく，

況を明らかにしようとする

要な組織の発展であり，情

進展し，アウトソーシング

「見えうる手」と呼ばれる

しつつあり，その意味で

とされている。彼の議論

自動車産業のような部門を

も含めて，イ

実性の緩和を

なるのであり

のショックの

業でみられる

ネットワーク

パビリティは

ンターフェースの標準化を基

はかるためのマネジメントお

，モジュール生産のネットワ

緩和の追加的なメカニズムを

内部的なケイパビリティでは

での外部的なケイパビリティ

，取引業者の数だけでなく市

礎にモジュール化がすすむ

よび統合の必要性をモジュ

ークの供給側の決定的な利

与えることにあるとされる

なくモジュール化，モジュ

のもつ意義が重視されてお

場における参加者にとって

ことによって，環境の不確

ール性が引き下げることに

点は，それが環境不確実性

。そこでは，垂直統合型企

ール・システムによる生産

り，そうした外部的なケイ

利用できる累積された技能，

経験および技

う

口や所得，取

度における諸

が増大する一

技術における

術をもとりまく「市場の範囲

は情報技術に示され

引の技術的・政治的な障害の

変化によっても，また市場の

方，技術の変化が生産の効率

改善が環境不確実性のショッ

」のひとつの重要な側面で

る調整技術における諸変化に

高さのような外因的要因に

グローバル化によっても推

的な最低規模を引き下げ始

クの緩和のコストを低下さ

あるとされている。彼のい

よってだけではなく，人

よる市場の範囲・規模，密

し進められる。市場の密度

めたことにより，また調整

せることによりそうした緩

（ ）



立命館経済学

図１

（第 巻・第５ ６号）

消えゆく手の仮設

和の緊急性が低

場重視の柔軟な

の仮設」（

こうしたラン

（出所）

下し， 年以降，効果的な

調整メカニズムへと変化した

）とし

グロワの議論に関しては，ひ

調整メカニズムが垂直統合型

とされている
）
。彼はこのよう

て図１のように図式化してい

とつには環境不確実性のショ

の管理的調整よりも市

な議論を「消えゆく手

る。

ックの緩和の緊急性が

低下してきたと

戦略の優位性の

されることにな

まず環境不確

トソーシングの

は本質的には

争構造・競争関

いう点をめぐって，いまひと

高まり，そうした非統合＝分

るのかという点にかかわって

実性のショックの緩和の緊急

ようなかたちをも含めて今日

年代以降の資本主義の変化

係の変化による今日の資本主

つにはモジュラー化の進展に

散化の進展によって調整メカ

検討しておく必要がある。

性が低下してきたとされる点

の非統合＝分散化の動きを根

であり，それは例えば でみ

義の複雑性・多様性に示され

よるアウトソーシング

ニズムが本質的に転換

に関していえば，アウ

本的に規定しているの

たような市場条件と競

る関係性の変化に規定

された環境不確

ックの緩和の緊

必要性・緊急性

性と意義は一層

に多角化した事

クスでの対応を

わゆる資本主義

実性の増大にある。情報技術

急性が低下するという作用が

が決定的に低下することには

高まっているといえる。資本

業構造を抱え，多品種・多仕

フレキシブルに展開せざるを

的な「生産と消費の矛盾」に

による調整技術の発展によっ

みられたとしても，そうした

ならず，供給主体である企業

主義制度下での，しかも今日

様化が進展しているなかでの

えない状況のもとでの「調整

示される根本的問題の一層多

て環境不確実性のショ

環境ショックの緩和の

側の管理的調整の必要

の大企業が非常に高度

，また複雑な製品ミッ

」の中心的問題は，い

様かつ複雑な現れをみ

ている今日的段

シブルな実現を

のであり，環境

に固有の特徴的

またモジュー

展によって「マ

階に対してそれをいかに緩和

はかるかにある。この点にこ

不確実性のショックの緩和の

規定性をいかにみるかという

ル化の進展によるアウトソー

ネジメントによる見えうる手

するかたちで大量のスループ

そ現代企業の管理的調整をめ

緊急性をめぐる問題は，資本

点なしには十分に明らかにし

シング戦略の優位性の高まり

」による調整から市場重視の

ットの円滑かつフレキ

ぐる問題の本質がある

主義発展の現発展段階

えない問題である。

とそうした非統合の進

「消えゆく手」による

（ ）



調整への転

質・意味は，

スプロセス全

現代企業の「統合」

換という点に関しては，今日

たんなる市場取引形態にとど

体のなかでの連携をいかには

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

みられるアウトソーシング，

まる「外注化」や取引関係

かるかたちでスループット

）

ネットワーク化などの本

上の問題ではなく，ビジネ

の調整に取り組むかという

対応関係性

そうした管理

取引形態にみ

るかが重要な

的なメカニズ

されてきたと

においては，

の問題であり，今日的にいえ

的な調整の枠のなかに連携関

られる「統合」・「非統合」の

問題となってくる。また，多

ムを可能にしまた豊富な情報

いうラングロワの指摘
）
にもみ

本質的には，インターフェー

ば，「内部化による統合」以外

係を形成しているという点

次元と「調整」という次元

くのケースにおいて見えう

の移転の必要性を低下させ

られるように，彼の議論で

スの標準化を基礎にモジュ

の方法の部分をも含めて

にあるといえる。それゆえ，

の問題との関係をいかにみ

る手は実際に，調整の外部

る技術標準のなかに社会化

問題とされている「調整」

ール化が進展することで企

業間の調整の

の調整の必要

は，ラングロ

調整メカニズ

全面的に一致

ショックの緩

違を反映し

の決定的に重

ために必要な情報の量が劇的

が低下するという意味での

ワの議論での問題設定は，本

ムの変化というダイナミズム

しているというわけではない

和の緊急性の低下という彼の

たものであるといえる。また

要な契機とされるインターフ

に減少し，垂直統合企業で

「調整」という点もむしろ重

来，資本主義制度のもとで

のなかでのチャンドラー的

という面もみられるといわ

提起する問題も「調整」を

ラングロワの議論において

ェースの標準化に基づくモ

みられたような組織内部で

視されている
）
。その意味で

の歴史的発展における需給

議論の問題次元と必ずしも

ざるをえない。上述の環境

めぐるこうした内容上の相

への転換

ジュール化の進展，モジュ

ール・システ

あるとしても

提とした場合

したがって，

という前提

（

その意味でも

ムによる生産ネットワークの

，それは決してあらゆる産業

でも圧倒的多数の企業におい

彼の議論が真に資本主義制度

にたって考えたとしても，

）との併存のレベルを超え

，彼のテーゼの「普遍化」・

形成が 年代以降にみら

で支配的となっているわけ

て支配的となっているとい

のもとでの調整メカニズム

彼のいう

て支配的な調整メカニズムと

「一般化」には大きな距離が

れるひとつの顕著な傾向で

でも，また特定の産業を前

うわけでも必ずしもない。

を問題としうるものである

が企業による管理的調整

なっているわけではなく，

あるといわざるをえない。

以上の考察

関して重要と

需給調整がい

の関連とその

単一事業単位

もたないがゆ

という状況が

をふまえて，ここでの現代企

なってくることは，職能活動

かにはかられるかたちで資源

変化についてである。歴史的

企業が支配的であり，そこで

えに，また全般的な傾向とし

傾向として定着するには至っ

業の「統合」・「非統合」と

・ビジネスプロセスの「統

配分が行われるかという「

にみれば， 世紀的段階で

は，販売部門という市場と

てみれば生産力水準が市場

ていないこともあり，需給

管理的調整をめぐる問題に

合」という次元の問題と，

調整」という次元の問題と

は職能統合を行っていない

の接点となる部門を自前で

の吸収力を慢性的に上回る

の調整メカニズムをもっぱ

ら価格機構に

世紀段階には

が主体的役割

トソーシング

非統合という

のなかにおさ

基づく市場メカニズムにゆだ

生産と流通の統合＝内部化に

を果たすようになってきた。

，ネットワーク化などにより

かたちをとりながらもその部

めるかたちで調整がはかられ

ねるかたちとなっていたの

より管理的調整というかた

世紀的ともいえる今日的

職能領域・ビジネスプロセ

分をも含めてビジネスプロ

ているという点にある。換

に対して， 世紀末から

ちでの需給調整メカニズム

特徴は，戦略的提携，アウ

スの一部において外部化＝

セス全体を管理的調整の枠

言すれば， 世紀的段階で

（ ）



は統合＝内部化

能となり，有効

もそうした統合

立命館経済学

と管理的調整がセットで，す

に機能したのに対して，今日

＝内部化を基礎にしなくても

（第 巻・第５ ６号）

なわち統合が基礎になっては

的には，多くの場合，統合を

提携やネットワーク化などに

じめて管理的調整が可

基本的構造としながら

よる連携を基礎にして，

その職能領域・

点が重要な特徴

もちろん資本

メカニズムによ

おけるマネジメ

整」というかた

特徴を示すもの

ビジネスプロセスの部分をも

をなすといえる。

主義という制度を前提にして

って調整がはかられざるをえ

ントによる管理的調整だけ

ちで主体的に需給の調整がは

である。アウトソーシング，

管理的調整のなかに組み込む

いる以上，最終的には価格機

ないが， 世紀に支配的であ

ではなく，いわば「ネットワ

かられるようにもなってきて

ネットワーク化などにより非

展開となってきている

構を中心とする市場の

った垂直統合型企業に

ーク化された管理的調

いるという点が今日的

統合の部分が拡大して

いるとしても，

あくまで「ネッ

した意味で，管

ットワーク化の

ければ，そうし

の場合，そうは

る外部資源の結

そのこと自体でたんなる市場

トワーク化された管理的調整

理的調整の手段が拡大してき

優位が確保されえたとしても

た非統合＝非内部化が本質的

なりえないのであって，管理

合，それによる柔軟性の追求

による調整への復帰というか

」の機能がはたらいていると

ているといえるであろう。非

，調整機能の発揮，その面で

な優位性を保証するとは限ら

的調整が機能する限りにおい

が意味をなすという関係にあ

たちになるのではなく，

みるべきであり，そう

統合＝非内部化でのネ

の有効性を実現しえな

ないだけでなく，多く

て非統合＝分散化によ

るものといえる。

これまでの考

かという今日的

「統合」との関

ってきているこ

むす

察において現代企業の「非統

な問題について検討を加えて

係，そこにみられる問題の性

とを根本的に規定している諸

びにかえて

合」の動きの本質を「統合」

きた。そこでは，とくに今日

格，そのような「非統合」の

要因・関係を 年代以降の

との関連でいかにみる

の「非統合」の動きと

動きが大量的現象とな

資本主義の変化，すな

わち資本主義の

ともに，そうし

うした新しい現

的過程の経過が

るいくつかの視

新しい現象を

性格をもつもの

現発展段階に固有の特徴的規

た「統合」・「非統合」と管理

象・問題についての確定的な

前提となるという面がみられ

点から検討を行ってきた。

考察するさいには，それが新

であるかどうか，それが広く

定性とはなにかという点との

的調整をめぐる問題について

評価，本質把握のためには現

るが，現時点において考察す

しい問題性をはらんでいるだ

一般的な性格を担っているか

関連で明らかにすると

解明を行ってきた。こ

象の一定の集積と歴史

る上で重要となってく

けでなく質的に新しい

どうか，現代企業の分

析を行う上で，

かどうかを判断

のさい，ひとつ

世界史の大きな

た産業別比較分

諸現象に表れて

また現代資本主義分析を行う

し，各現象のもつ意義を明ら

ひとつの現象をたんにそのと

流れのなかで，また産業特性

析をとおして，さらに国際比

いる問題性がいかなる意味を

上で新しい規定要因として位

かにしていくことが必要かつ

きどきの問題として個別的に

やその産業の国民経済に占め

較分析をとおしてみていくこ

もつものであるかを明らかに

置づけることができる

重要である。しかもそ

のみみるのではなく，

る位置の問題をふまえ

とによって，それらの

し，本質把握に迫るこ

（ ）



とが重要とな

であろう。本

情報技術の発

現代企業の「統合」

ってくるであろう
）
。本稿での

稿で考察を行った現代企業の

展やモジュール化，インター

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

考察はそうした意味からも

「統合」・「非統合」をめぐ

フェースの標準化の進展な

）

重要な意義をもつといえる

る今日的問題については，

ど，いわば技術的な面での

変革をもたら

ズムのなかで

れなければな

象についても

）

す契機が問題とされる場合が

，また今日の資本主義の固有

ならない問題であるといえる

同様のことがいえるであろう

多いが，まさに資本主義の

の特徴的規定性とはなにか

。この点については多くの

。
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いう面を

――ノン

ページ

年を参照。

に関していえば，例えば戦略的提

で内部化に基づく垂直統合を基礎

に組み込んだとしても，それ自体

える。その意味では，経営がもつ

なく，企業が成長し，生き残るた

もつといえる。「競争」と「協調

・アライアンス・サクセスを求め

， ページ），あくまで主側面

携にみられるような今日の企業

にして成立するものであり，提

が単独で成り立つものでも，有

戦略性という特性からみると提

めの必要条件のひとつではあっ

」は本来反定立（アンチテーゼ

て」，江夏健一編著『国際戦略

である「競争」の上に「協調」

提携をみても，本来，それ

携をいかに戦略的に経営行

効性を発揮しうるものでは

携は部分最適化の域をでる

ても十分条件たりえないと

）であり（江夏健一「総括

提携』晃洋書房， 年，

という側面を必要かつ有効

な限りに

上不可欠

した条件

でも，「多

相互に補

ページ）

る補完的

争構造を

も競争を

おいて部分的に組み込むにすぎな

な基本的条件，基幹的要素そのも

は内部化による統合＝内部組織化

くの国際取引が複雑に組み合わ

完的となりうる」（長谷川信次『

としても，今日みられる提携もあ

性格をもつものといえる。また今

つくりだすものであるといえるが

惹起し（東 伸之・大川 将「エ

いのであって，提携の形成は経

のを十分に生み出しうるもので

を基礎にして構築されざるをえ

される企業の戦略レベルでは，単

多国籍企業の内部化理論と戦略提

くまで「統合」を基礎にしたも

日の提携は「協調しながら競争

，それに参加したグループ間の

レクトロニクス業界における戦

営資源の獲得をはじめ競争

はない。基本的には，そう

ないのであって，その意味

独進出と提携が併用され，

携』同文舘， 年，

のであり，「統合」に対す

する」というかたちでの競

競争とともにグループ内で

略提携」『財界観測』（野村

総合研究

戦略のた

る企業の

「産業のラ

年９

自に何を

であり，

一層有効

所），第 巻第 号， 年 月

めに，それに参加する企業の間の

間での競争が展開されるという

イフサイクルと戦略的アライア

月， ページ）。それだけに，提

どう賄い，どの部分を外部資源結

内部化による統合が基礎になって

なものにしうるといえる。この点

， 参照），提携と提携の間の競

協調が必要となるとともに，提

新しい競争関係を生み出すという

ンス」『フジ・ビジネスレビュー

携に参加したグループ内の競争

合型でいかに対応していくかが

こそ提携による補完が大きな意

に関連して，竹田志郎氏は，戦

争という従来なかった競争

携内部では，それに参加す

面がみられる（山下達哉

』（富士短期大学），第６号，

への対応として，自社で独

重要な問題となってくるの

味をもつとともに，それを

略提携は完全所有主義によ

る既存の

ローバル

る」ので

いる（竹

的戦略と

業ネット

能となっ

よって規

用されう

全世界的事業所網を前提として初

にみた主要市場での販売・サー

あって，新設や買収と比べ提携が

田，前掲『多国籍企業と戦略提携

しての戦略提携」， ページ）。ま

ワークの完成をふまえて初めて商

たのであり，企業提携はそうした

制された代替・補完的な性質をも

る戦略的性格をもつ性質に変わっ

めて可能になるものであり，「

ビス・生産等の拠点構築とその運

たんに有利だから選択できると

』， ページ， ページ，竹田

た同氏は，多国籍企業は完全所

品輸出，技術輸出，企業進出と

自前のネットワークの完成まで

つもの」にとどまっていたのに

た」（竹田志郎『国際提携戦略』

多国籍企業の『強さ』はグ

営を前提として発揮され

いうものではないとされて

，前掲「多国籍企業の基本

有子会社による世界的な事

いう方法の計画的活用が可

は「企業主体の発展過程に

対して，「十分に選択・併

同文舘， 年， ペ

ージ）と

） 岡本博

経営』〔経

） 貫 隆

夫『現代

ペー

）「アーキ

されている。

公「生産システム・事業システム

営学論集 第 集〕，千倉書房，

夫「生産システムの将来展望――

生産システム論 再構築への新展

ジ。

テクチャー」の概念とそのよう

・企業システムの展開」，日本

年参照。

８つの主要トレンド――」，宗

開』（叢書 現代経営学―９），

な視点からの代表的な研究とし

経営学会編『 世紀の企業

像正幸・坂本 清・貫 隆

ミネルヴァ書房， 年，

て，藤本隆弘・武石 彰・

（ ）



青島矢

どを参

） こう

現代企業の「統合」

一編『ビジネス・アーキテクチ

照。

した「ネットワーク企業」とも

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

ャー 製品・組織・プロセスの戦

関連性をもつが電子・情報機器

）

略的設計』有 閣， 年な

の分野で代表的にみられる

「

製造企

り情報

集中し

する手

業は複

義を高

研環太

――新

企業」についてもほぼ同様のこ

業からパソコンや携帯電話など

・通信機器の分野を中心に急成

て成長市場への新製品の投入を

段として，生産の外注化を進め

数の顧客をもち一括受注するこ

めている（例えば竹内順子「ア

平洋研究センター）， 年３

経営パラダイムの形成に関連し

とがいえる。 企業とは，自

の電子機器の製造を請け負う企業

長している。完成品の製造企業は

速めると同時に，在庫負担や設備

ており，その受け皿となったの

とで市場変動に強く，コスト競争

ジアにおける 企業の成長」

月，１ページ，竹田志郎「グロ

て――」，日本経営学会編『グロ

社のブランドをもたず複数の

のことであり， 年代に入

経営資源を企画・開発などに

投資にかかわるリスクを回避

が 企業である。 企

力のある生産者としてその意

『アジアマンスリー』（日本総

ーバル化と企業競争力の構築

ーバリゼーションと現代企業

経営』

」

振り返

る条件

チャー

ーフェ

うると

かも製

市場特

（経営学論集 第 集），千倉書

『電子材料』第 巻第９号，

る」『電子材料』第 巻第９号，

を規定している要因としては，

からみた 産業の製品特性が一

ースの標準化がはかられている

いう点である。第２に巨額の開

品のライフサイクルが短く，価

性にも規定されて，完成品の製

房， 月， ページ参照，

年９月， ページ，坪 正孝

年 月， ページ）。その

つぎの点を指摘することができる

般的にモジュラー型でオープン

ことから製造だけを外注・請け負

発投資を要するにもかかわらず技

格の低落も大きくかつはやく，変

造企業であっても製造を行わずに

坂巻裕三「新ビジネスモデル

「 産業 最初の 年間を

ような企業の類型が存立しう

であろう。第１にアーキテク

型であることによってインタ

うという関係が容易に成立し

術革新のテンポがはやく，し

動が激しいという技術特性・

もっぱら開発などに集中する

ことが

然性が

をみた

するこ

化され

減が可

ような

企業は

大きな意味をもつようにもなっ

生まれるという点がある。第３

場合，各職能領域を統合した企

とができないが，グローバル化

た製品の製造の一括受託によっ

能となるということである。こ

企業のタイプが存立しうること

グローバル化した今日の段階に

てくるなかで，そのことによって

にいわゆるスマイルカーブでいう

業では 企業のように世界的

の進展という状況のもとで

て 働率の向上，規模の経済の実

れらの点からも付加価値が最も低

になる。その意味でも，電子・情

おける世界最適生産力構成（この

製品の製造を外部委託する必

付加価値の低いとされる製造

な規模で各社の生産量を集積

企業は複数の企業からの標準

現や部品などの購入費用の節

いとされる製造においてその

報機器の分野における

点については，拙稿「経営の

グロー

巻第

ている

もつこ

ス革命

） 夏目

）『日

） 夏目

） 宗像

バル化の基本的特徴と意義――

１号， 年５月，第 巻第２

といえる。このように， 企

うした特性によるところが大き

グローバル製造企業への戦略

，前掲『アメリカの企業社会』，

経産業新聞』 年７月 日付。

，前掲『アメリカの企業社会』，

正幸・坂本 清・貫 隆夫「生

日本の製造業を中心として――」

号， 年７月を参照）を構築す

業の出現と拡大も情報・通信機

いといえる。なお について

シナリオ』日科技連， 年など

ページ。

４ページ参照。

産，生産システムをめぐる現代

， ，『立命館経営学』，第

る上でも重要な役割を果たし

器を中心とする 関連産業の

は原田 保編『 ビジネ

を参照。

的情況と生産システム論――

『モノ

） 貫，

） 林

前掲書

） 小坂

泉の変

） 同論

づくり』の世界のよりよき理解に

前掲論文， ページ。

正樹「情報ネットワーク経営論

， ページ。

隆秀「情報ネットワーク化と企

化――」，同書， ページ

文， ページ。

むけて――」，宗像・坂本・貫，

――現代経営革新へのアプローチ

業間関係の変革――日本型企業間

。

前掲書， ページ。

――」，林・井上・小坂編著，

関係の構成原理と競争優位源

（ ）



） 同論文

） 夏目啓

年３

立命館経済学

， ページ。

二「 時代のグローバル・ネッ

月， ページ。

（第 巻・第５ ６号）

トワーク企業」『社会科学研究年報』（龍谷大学）第 号，

）

た

的な関係

の主要な

性が存在

能にする

ラムルー， ラフ， テミ

による調整を市場取引による経済

タイプの調整メカニズムとみなし

する場合にとくに価値があり，ま

情報および資源の共有から利益を

ンは，形式的には独立した企業

的な調整メカニズムや階層的組

ており，それは技術変化の方向

たそのような長期的関係にある

得ることができるとされている

などを参照。ま

のネットワークの間の長期

織によるそれを超えた第３

性についての多くの不確実

両当事者は，信頼関係が可

（

ラムルー

（ラングロ

いないと

（

渡部直樹

点からみ

らの議論に対する批判について

があるが，そこでは，チャ

ワの議論では形式化がなされす

されている）がみられること，歴

）の問題が批判されている

氏によるラングロワの

た企業再生――現代の企業の進化

）。

は，例えば

ンドラー後のニュー・エコノミー

ぎており，ラムルーらの議論で

史主義（ ）と決定論

（ 参照

の議論の紹介がある。渡

とスーパーモジュラー分析――

ラングロワの議論および

の対称的な誤まった解釈

は形式化が十分になされて

的なコンテクスチャリズム

）。またわが国では例えば

部直樹「制度の進化の観

」『日本経営学会第 回大

会報告要

）

） 彼の一

について

するとい

あるいは

旨集』， 年， ページ参照

連の研究でもこのような意味での

の知識は一般的にその効率的な利

う指摘（

）

組織のそれと結びつける方法につ

。

調整が問題とされてきたといえ

用のために管理や命令によるよ

や，ある人間あるいは組織の生産

いての知識が不完全であるとい

る。この点は，例えば生産

うなある種の調整を必要と

に関する知識を他の人間

う可能性が調整という問題

をもたら

整や関連

れており

論 ケイ

能力や知

業制度の

いる。

またラ

すという指摘（ ）に

する生産段階の間に高度な相互依

（

パビリティ・取引費用・組織境界

識の差異が存在する不確実性の世

中心的な役割となりうるという指

ングロワの議論では「調整」のひ

もみることができる。また外部の

存性が存在するような場合の段

〔谷

』 出版， 年， ペー

界ではインセンティブの問題よ

摘（ 〔同上訳書，６ペ

とつの重要な軸となる「ケイパ

サプライヤーに対する調

階間の調整などが問題とさ

口和弘訳『企業制度の理

ジ， ページ〕），主体間に

りはむしろ調整の問題が企

ージ〕）などにも示されて

ビリティ」という問題が重

視されて

は，近代

（

で提示さ

る管理的

いるが，この点についてはチャン

）が与え

産業企業の生成および成長を

）の概念・内容

れた管理的調整の問題との関連で

調整のための条件を築いたとして

ドラーの 年の論文（

た影響が大きいといえる。この

説明する上でのひとつのキー

の明確化をはかっているが，彼の

みると，垂直的統合によって生

も，階層制管理機構とトップの

論文においてチャンドラー

概念である「組織能力」

著書

産と流通の過程全体にわた

経営者，ミドル，ローワー

（ ）



の管理

験など

この点

現代企業の「統合」

者によって実際にどのようにそ

をも含む「組織能力」という概

に関連していえば，ラングロワ

・「非統合」をめぐる諸問題（山崎

うした調整がはかられるのかとい

念によって説明，理論化しようと

の「調整」をめぐる議論ではチャ

）

う点を知識，技能，熟練，経

したものとみることができる。

ンドラーが問題とした次元，

すなわ

調整さ

という

ラング

とは異

リティ

一層の

） こう

第 巻

ち市場における需要をベースと

れるというかたちでの需給調整

問題次元と全面的に一致したか

ロワが問題とするケイパビリテ

なっているという面がみられる

をめぐる議論自体も多様であり

精査が必要であるといえるであ

した基本的視角については，拙

第６号， 年３月， ペー

する販売を起点として生産，購買

メカニズムの変化という資本主義

たちでの議論とは必ずしもなって

ィとチャンドラーが問題にしよう

のではないかと考えられる。しか

，その点をふまえるとケイパビリ

ろう。

稿「『科学的経営学』の方法をめ

ジ，前川恭一『現代企業研究の基

，開発などの諸過程が管理的

の歴史的発展のダイナミズム

はいないということもあり，

としたそれの本来の意味づけ

し，もともと現在のケイパビ

ティという概念をめぐっての

ぐる諸問題」『立命館経営学』，

礎』森山書店， 年，はし

がき，２ぺージおよび序説を参照。

（ ）


